
守
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正
問
母

1
q
二

l
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情
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喝
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句
号
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一
司
施
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輔
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胴

中
小
商
工
業
者
税
負
携
の
問
題
:
・
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・
:
法
車
工
博
士
神
戸
正
雄

利
子
生
産
力
説
に
つ
い
て

:
-
:
J
i
-
-
:
・
:
文
事
博
士
高
田
保
馬

叢

幸
喜

闘
四
回
目
個

我
が
聞
に
於
け
る
地
震
保
険
・

信
百
ヨ
宇
叫
辰
匹
こ
「
ノ
司
「
」
・
・

コ
M
r川
、
U
抗
ト
J
t
J
'
M
w
t
v
v

fa 

器
用
高
士
小
島
昌
太
郎

議
一
皐
哩
士
谷
口
古
音

席
問

中

立

貨

幣

の

理

論

・

・

:

:

極

主

主

一

谷

藤

一

郎

日
本
に
於
げ
る
金
魚
替
本
位
制
の
程
修
趨
宮
市
士
松
岡
孝
児

高
民
経
済
皐
と
闘
民
経
済
皐
:
・
・
・
・
:
:
:
:
輝
哲
学
士
白
杉
庄
一
郎

向
九

読

場+

re 

モ
ー
ル
ト
ン
の
運
輸
統
制
論
'
:
:
:
;
:
悌
~
千
世
吉
川
貫
二

所
得
税
に
開
ナ
る
若
干
の
問
題
;
径
一
泊
墜
士
柏
井
象
雄

新
着
外
園
経
済
雑
誌
主
要
論
題



所
得
税
に
闘
ナ
る
若
干
の
問
題

1
 

i
 

↑
わ
什

升ヱ

放

I~~ 

一
、
各
国
の
所
得
税
改
正

英
・
米
・
濁
・
仰
の
諸
聞
は
‘
最
近
相
次
い
で
所
得
枕
を
改
五
し

た
。
各
固
に
於
け
る
所
得
税
の
改
正
が
如
何
友
る
方
法
に
依
つ

で
得
さ
れ
た
に
せ
よ
、
そ
の
改
正
が
夫
・
々
の
赤
字
財
政
克
服
を

目
的
と
す
る
黙
に
於
て
軌
を
一
に
す
る
。

我
闘
の
財
政
も
年
て
租
税
牧
入
の
減
少
、
経
費
の
膨
腹
、

公
債
の
増
設
等
の
事
費
を
繰
り
返
へ
し
て
ゐ
る
。
赤
字
財
政
の

所
得
税
に
闘
す
畠
若
干
の
問
題

克
服
、
従
っ
て
健
全
財
政
へ
の
復
院
は
我
財
政
の
直
面
し
た
最

大
の
問
題
で
あ
る
。
此
の
解
決
策
の
先
殖
を
鴻
す
も
の
と
し
て

臨
時
利
得
税
の
創
設
を
見
た
。
更
に
営
局
忙
依
つ
て
は
、
根
本

的
た
税
制
整
理
が
企
て
ら
れ
様
と
し
て
ゐ
る
。
従
っ
て
我
税
制

に
於
で
重
要
た
意
義
を
持
つ
所
得
税
も
、
諸
図
の
例
に
倣
っ
て

営
然
何
等
か
の
改
正
が
録
さ
れ
る
可
き
運
命
に
あ
る
。
此
円
意

味
に
於
て
私
の
此
庖
に
試
み
る
問
題
も
何
等
か
の
意
義
を
持
つ

で
あ
ら
う
。

.t 5々
33 し
もで
の私
寸ご σヲ
dぅ止1:
-:;~.1 )慮
" に

試
み

る
戸ifj
(;): 

ラ
ン
ベ
の
見
解
そ
中
心

ニ
、
所
得
税
の
地
位
と
一
一
一
個
の
問
題

(
ご
所
得
税
の
地
位
租
税
関
系
を
構
成
す
る
に
首
つ
て
は

租
税
原
則
が
指
導
原
理
と
な
る
。
租
税
原
則
と
し
て
は
一
般
に

財
政
・
経
済
・
公
正
・
行
政
の
四
原
則
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
旦
、

此
等
の
四
原
則
の
聞
に
優
劣
の
阿
せ
ら
れ
無
い
の
が
通
例
で
あ

る
。
印
租
税
理
論
も
各
闘
の
税
法
も
此
等
の
原
則
に
蒸
き
通
常

税
源
と
し
て
は
所
得
を
揮
び
、
所
得
を
競
る
各
種
の
租
税
に
依

第
四
十
一
巻

第
王
披

11'! 

七
回

八 Lampe;Reine Theorie der Fi.nanzreform. (Finanzarchiv Neue Folge Bd. 
2国5.218-"90) 



所
得
税
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

っ
て
租
税
膿
系
を
樹
立
し
て
ゐ
る
。
特
に
所
得
税
は
最
も
良
く

租
税
原
則
に
趨
ふ
も
の
と
し
て
、
租
税
値
一
糸
中
に
於
け
る
最
も

優
越
し
た
地
位
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
。

経
桝
原
則
を
特
区
重
税
し
、
他
の
租
税
版
別
は
む
し
ろ
第

次
的
山
川
至
第
三
次
的
な
限
川
と
し
て
経
一
周
府
川
の
背
後
に
後
退

す
り
を
一
帯
む
主
張
す
る
一
ア
シ
ペ
に
於
て
は
、
所
件
枕
の
川
限
越
せ

る
地
位
が
一
隆
強
調
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
守
的
。
印
彼
は
次
の

円

H
'
L
冷也通、。

・立一ニ〈

「
従
来
の
租
税
措
釆
に
闘
す
る
理
論
乃
至
税
制
整
理
に
於
て

は
、
経
済
外
的
な
理
由
が
強
い
影
響
b
L

及
げ
し
た
。

従
っ
て
多
く
の
租
税
は
凶
民
経
済
の
闘
滑
な
発
展
に
障
害
を

輿
へ
る
様
な
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

(
4〈
H
R
Z
n
F回
目
印
同
門
}
】
位
斗
町
内

巾
ロ
白
血
)
我
々
は
租
税
閥
系
を
確
立
し
、

或
は
租
枕
を
揮
ぶ
に
首

つ
て
は
、
図
民
経
済
に
劃
す
る
障
害
の
最
少
な
る
事
を
目
標
と

し
、
従
っ
て
経
済
原
則
を
特
に
強
調
し
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。

此
の
賠
に
租
税
に
闘
す
る
指
導
原
理
を
世
〈
時
に
は
、
税
源
は

所
得
で
あ
り
叉
理
想
的
友
租
税
は
所
得
税
で
あ
る
。
所
得
税
以

外
の
租
税
が
許
さ
れ
る
と
し
て
も
、
夫
は
軍
に
所
得
税
に
封
す

第
阿
十
一
巻

f二

四

第
五
時
机

四
四

る
袖
完
的
た
地
位
を
占
む
る
に
過
ぎ
十
、
あ
く
ま
で
も
所
得
税

『
持
均
〕

が
最
も
優
越
し
た
地
位
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
」
ど
σ

更
に
彼
は
経
済
原
則
を
強
調
し
、
国
民
維
持
に
謝
す
る
弊
害

犯の
言?卒
、...G) 韮う 少

るな
とる
さ事
J¥ 守

主;1主
張主作
すと
る~Ii ~t 
。る

限
1) 

所
符
税
皐
一
正
義
が
迎

庁
四
す
門
花

)
E
l
:
J
I巨
1

ノ
F

F

b

d

と

t
t
コ
日
片
山
田

日

4
1
F
ι
rレ
官
j
-
z
d
畳一バロ

1
1
「一

-Jd
，
Y

い
ー
ヲ
ロ
-
M
t
主

ベ
て
ゐ
る
む

「
租
枕
の
特
質
は
、
購
買
カ
が
忍
経
済
よ
り
公
経
糟
に
移
動
す
る
事
、

及
び
其
の
量
が
緩
湾
外
的
な
理
由
に
基
い
て
決
定
せ
ら
れ
る
事
の
二
ワ

の
貯
に
め
る
。
忍
阿
世
部
の
消
費
と
資
本
蓄
積
と
は
首
然
租
税
と
し
で
私

経
済
か
ら
引
吉
上
げ
ら
れ
る
額
丈
制
限
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
租
枕

は
此
の
過
程
を
遁
じ
て
岡
氏
経
泊
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
然
し
て
租
税
と

し
て
徴
収
せ
ら
れ
る
購
買
力
は
、
私
人
が
所
得
を
獲
得
す
る
か
、
財
産

を
所
有
し
然
か
も
此
の
財
産
を
責
却
す
Z
か
の
何
れ
か
を
前
提

t
し

τ

成
立
す
る
。
財
産
を
費
却
し
得
る
傍
に
は
己
に
所
得
が
何
人
か
の
手
「
い

あ
る
事
を
必
要
ー
と
す
る
。
従
っ
て
、
枕
淑
は
終
局
に
於
て
は
所
得
で
め

る
。
然
し
て
此
の
場
合
に
所
得
と
は
一
定
期
間
内
に
恋
人
が
向
己
の
慾

望
充
足
の
匁
に
自
由
に
底
分
し
得
る
貨
幣
量
を
一
不
す
。

唯
一
の
税
源
と
し
で
所
得
が
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
此
の
税
源
と
し

て
の
所
得
を
中
心
に
種
々
の
謀
枕
方
法
が
考
へ
ら
れ
る
。
然
し
乍
ら
、

間
接
課
税
方
法
に
依
る
消
費
税
乃
至
流
遁
稔
は
、
生
産
を
阻
止
し
、
或

は
嵐
氏
経
潜
の
稜
展
に
射
す
る
摩
擦
と
な
る
。
財
産
税
或
は
収
金
枕
と

所得税は毛の般入の動に関して色各国税制中の首相:日 1おめでゐる。(汐見博
士、各園所得税制論、二頁一三賀)
A. Lampe; ]{eine '1、heorie.a. a. O. SS. 218-231. 
経務原則はナチスの租税理論に於ても重視せられてゐる。(仔F.Reir巾
F日10回E阻凶a副n凹】lz-undSt匝e叩u血1詑e町r中poh山tikζ1mn回at加1日onalso凹ZI旧alisti出1阻sc凶h】e印n仙;ta叩at.1934. s. 5ω)叉ナ千

スの枕制改革に於ても経B湾専政策は重要瓶きれてゐる CI (拙稿、ナチスの所得

z) 

3) 



て
色
寅
際
の
所
得
hr顧
慮
し
な
い
結
果
、
多
く
の
場
合
に
資
本
企
侵
蝕

し
、
同
氏
経
済
は
そ
の
溌
展
に
大
な
る
支
障
を
来
だ
す
に
至
る
。
只
所

得
を
直
接
捕
へ
る
時
、
圃
民
経
済
に
劃
す
る
課
税
の
影
響
ぽ
最
小
』
で
あ

る
。
か
く
て
極
端
川
原
則
を
重
減
し
、
国
民
滋
潜
に
鵬
到
す
る
影
響
の
最
少

な
る
事
を
理
想
と
す
る
限
b
、
所
得
税
が
税
制
の
中
心
と
せ
ら
れ
る
可

き
事
が
認
め
ら
れ
る
。
」
と
。

(
二
)
所
得
税
に
於
け
る
三
個
の
問
題

に
於
て
は
、
所
得
税
の
優
越
せ
る
地
位
が
強
調
せ
ら
れ
、
更
に

か
く
の
知
〈
ラ
ン
ベ

四
想
し
〈
し
て
川
如
何
税
単
一
い
主
義
を
此
〈
可
き
一
事
が
九
政
せ
ら
れ

る
。
申
告

J

日
コ
主
主
一
川
宇
佐
ど
1
C
5
4
サ
'
V
L
h
〉
こ
ト
一
同
、

B
S
ω
l
y
c
d引
J
F
J
f
F
L
Z
L
I
F
b刷
出
，
円
ア
ι

主

J

」
4

1

次
の
三
つ
の
現
由
に
碁
き
所
得
税
も
売
れ
る
事
の
出
き
な
い
快

結
の
あ
る
事
を
認
め
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
印
失
の
=
一
個
の
問
題

で
あ
る
。

(1) 

一
定
限
以
下
の
所
得
は
、
徴
償
費
が
牧
入
に
比
し
て
大

と
な
る
。
か
く
て
一
定
限
以
下
の
所
得
に
所
得
税
を
課
す
る
事

を
断
念
し
九
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
邸
所
得
の
最
に
闘
し
て
生
じ

る
問
題
で
あ
る
。
完

g
z
z
z
Z『

3
N⑦
)

、
ゾ

ω

之
を
捕
へ
る
事
が
出
き
友
い
。
従
っ
て
金
所
得
を
正
し
く
杏
一
定

或
納
税
義
務
者
の
所
得
は
、
申
告
上
の
扶
助
に
基
き
、

所
得
税
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

し
、
評
慣
ず
る
事
が
川
き
な
い
。
此
の
種
。
所
得
は
営
然
所
得

積
も
之
を
洩
ら
さ
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。
邸
所
得
の
主
憶
に
闘

聯
す
る
。
(
出
。
E
2
E百
四
回
羽
目
コ
見
)

(3) 

所
得
税
に
依
っ
て
柿
へ
る
事
の
向
き
無
い
所
得
の
部
分

が
あ
る
。
例
へ
ば
、
曾
枇
の
四
国
保
所
得
の
如
き
で
あ
る
。
郎
第

一
の
問
題
は
、
所
得
の
性
質
に
基
い
て
生
れ
る
も
の
で
あ
る
。

(
N
ロ
判
「
{
岳
町
四
日
ロ
N
O
)

か
く
て
一
ブ
ン
ベ
は
此
等
の
三
つ
の
事
怖
を
迎
巾
と
し
て
、
所

f~} 

杉t

jヰ11
;c二

卦

m 
j'lt 

~t!:、

JH1 
;~: 

bJE 

〈

吠

M
f
ド

5
.

/
J
a
J
J
I
l
 

1!!r 
t;l: 

此
の
結
旧
市
得
ら
れ
た
租
税
は
、

あ
く
ま
で
も
軍
に
所
得
税
を
補

完
す
可
き
租
税
た
る
に
過
空
宇
、
所
得
税
に
闘
す
る
前
記
の
依

結
を
除
き
得
た
場
合
に
は
、
営
然
此
等
の
租
税
も
消
滅
す
可
き

で
あ
る
と
遁
べ
る
。

更
に
叉
彼
は
所
得
税
を
補
ふ
可
き
租
税
に
於
て
も
、
営
然
図

日
日
経
済
へ
の
弊
害
の
最
少
な
る
事
を
目
標
と
す
可
き
事
を
力
説

す
る
の
で
あ
る
。

三
、
封

策8)
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所
得
税
に
閲
す
る
若
干
の
問
題

(
一
)
牧
入
と
徴
税
費
と
の
閥
係

個
々
の
租
税
に
就
い
て
牧

入
と
徴
税
砲
丸
と
の
割
合
を
定
め
る
事
は
困
難
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、

そ
の
牧
入
が
徴
税
費
を
償
ふ
か
否
か
は
大
鰐
之

を
定
め
る
事
が
聞
き
る
。
然
し
て
所
符
が
少
傾
に
な
る
に
従
つ

て
牧
入
に
比
し
て
徴
役
場
一
が
大
と
な
り
、
迭
に
は
徴
枕
貨
が
牧

入
v
v
-
M
U
泌
す
る
に
五
る
事
は
事
官
で
あ
る
。
一
収
合
政
策
的
な
嬰

求
も
原
悶
と
た
っ
て
ゐ
る
が
、
此
の
事
情
も
一
の
組
曲
と
た
つ

て
一
般
に
一
定
限
以
下
の
所
得
に
は
課
税
し
た
い
。
然
し
乍
ら

財
政
需
要
が
大
で
あ
っ
て
、
所
得
税
牧
入
の
み
を
以
て
し
て
は

之
を
定
し
得
ぬ
場
合
に
は
、
此
の
限
度
以
下
の
所
得
を
も
何
等

か
の
方
法
に
依
っ
て
課
税
し
な
け
れ
ば
左
ら
な
い
。

一
般
に
此
の
限
界
は
生
理
的
左
必
要
生
活
費
の
限
度
以
上
に

あ
る
か
ら
、
此
の
部
分
の
所
得
に
針
す
る
課
税
は
枇
舎
政
策
的

友
見
地
か
ら
も
許
さ
れ
る
。
此
庭
に
所
得
税
を
柿
完
ナ
可
き
租

税
に
闘
す
る
問
題
が
生
れ
る
。
此
の
揚
ム
口
に
も
勿
論
、
岡
氏
経

済
に
針
す
る
影
響
の
最
少
在
る
事
を
思
想
と
し
て
租
税
を
求
め

た
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
我
々
が
今
此
庭
に
所
得
税
を
補
ふ
可
き

租
税
と
し
て
考
へ
得
る
も
の
に
、
俸
給
及
び
弊
銀
に
針
ず
る
源

泉
課
者t

l白
費
移t

.-L-
Aじ

事rn
の
課
flt 
の

種
がー
あ四
る六
。在

第
四
十
一
容

七
四
四

第
五
競

)
 

1
 

(
 
源
泉
課
税
方
法
に
依
る
俸
給
及
び
静
銀
税

、，，百戸川
l
n
d

d
ノ
室
主
比
グ
ネ
白

者
の
可
な
り
の
部
分
は
持
働
者
及
び
下
給
俸
給
生
活
者
に
依
つ

て
占
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
か
も
此
等
の
階
級
に
あ
っ
て
は
、
俸

給
及
び
持
銀
が
彼
等
の
所
得
の
六
部
分
近
潟
し
、
北
パ
の
他
の
所

日子市

4tA川
r一
司
リ
ゐ
ヨ

;h
》

-

k

‘。

，T
J
M

担
」
日
円
J
A
A
T
i
F
Y
U

匂

従
っ
て
一
定
の
僚
件
を
附
し
て
俸
給
柏
町
銀
を
源
泉
課
税
す
れ

ば
、
此
等
の
階
級
の
給
付
能
力
を
比
較
的
正
確
に
姉
へ
る
事
が

出
き
る
。
此
の
場
合
に
は
術
主
を
し
て
給
料
の
支
梯
ひ
に
営
つ

て、+十八
k

に
舷
や
る
税
額
を
留
保
せ
し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、

賞
際
の
所
得
額
を
最
も
正
確
に
姉
へ
得
る
の
み
た
ら
や
、
徴
税

費
は
也
接
課
税
に
比
し
て
大
い
に
節
約
さ
れ
る
。
更
に
被
傭
者

を
し
て
傭
主
に
強
め
家
族
事
情
等
の
如
き
税
額
の
軽
減
の
鴻
の

保
件
を
屈
出
で
さ
せ
る
事
に
依
っ
て
、
課
枕
に
際
し
て
税
額
の

較
減
を
も
考
慮
す
る
事
が
向
き
る
。
又
か
く
の
如
き
課
税
方
法

は
技
術
的
に
何
等
の
困
難
を
件
は
な
い
の
み
左
ら
や
、
脱
税
を

も
防
止
し
得
る
。
只
此
の
方
法
は
側
主
へ
の
組
枕
樽
嫁
の
恐
を

件
ふ
。
例
へ
ば
持
働
組
合
が
努
働
者
の
一
部
を
持
働
市
揚
か
ら
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引
き
去
る
事
に
依
っ
て
、
租
枕
負
捨
に
相
常
ず
る
持
銀
の
引
き

上
を
要
求
し
な
い
か
と
一
五
ム
様
な
問
題
が
あ
る
。
然
し
乍
ら
、

労
働
人
口
の
増
加
は
、
現
今
に
於
け
る
白
然
の
趨
勢
で
あ
る
か

ら
、
か
L
る
要
求
が
生
じ
る
と
も
、
叉
た
と
ひ
か
L
る
要
求
が

鴻
さ
れ
て
も
之
が
貫
徹
さ
れ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
a

従
っ
て

租
枕
の
締
嫁
も
亦
行
は
れ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
又
此
の
場

合
に
た
と
へ
粗
税
の
料
嫁
が
観
る
司
と
し
て
も
、
此
の
傾
向
が
穎

者
と
な
れ
ば
、
企
業
主
は
弊
働
力
K
代
ふ
る
に
機
制
力
を
以
て

!
3
2
う

〉

】

C

V
E
F
E

戸

(
4
4
p
b
v
s

-

Y

E

l

i

-

h

i

-

ご

〆

戸

点

下
J

日型

ri
，-
4
9
咽

4
f
」

4
2
P
2昨
も
1
1
h
wリ
ト
タ

2
、
1
L
T
喰
ケ
ね
四
一
J

イ
ゆ
A
4
祁
り

f
l
F
B
Wケ
争
点
卦
「
十
ノ
ノ

V
L
4巾

F
一

を
計
る
舎
で
あ
る
。
か
く
て
租
税
負
拾
に
相
官
ず
る
丈
の
犠
牲

は
、
何
れ
に
し
て
も
弊
働
者
の

K
に
か
L

る
。
従
っ
て
此
の
課

税
方
法
は
恐
ら
く
租
税
特
嫁
の
恐
れ
を
伴
は
な
い
で
あ
ら
う
。

叉
租
税
締
嫁
に
依
る
企
業
主
へ
の
腰
迫
も
起
ら
た
い
か
ら
、
生

産
に
封
ず
る
障
害
と
云
ふ
事
も
直
接
所
得
に
針
し
て
課
税
す
る

と
同
じ
く
、
最
少
の
範
闘
に
止
め
得
る
舎
で
あ
る
。
即
源
泉
課

税
の
件
ふ
と
晴
朗
怨
さ
れ
る
快
黙
は
消
滅
す
る

か
く
て
源
泉
課
税
に
依
る
俸
給
及
び
労
銀
税
が
、
第
一
の
補

完
方
法
と
し
て
是
認
せ
ら
れ
る
夙

所
得
税
に
関
す
る
若
干
の
問
題

(2} 

消
費
稔

消
費
枕
は
所
得
に
誕
泣
的
た
負
推
と
な
る
の

み
左
ら
十
、
生
産
に
腰
也
を
加
へ
る
c

此
の
二
つ
の
大
き
な
扶

期
の
伐
に
、
消
費
枕
の
地
位
は
非
常
に
弱
い
。
然
し
乍
ら
少
〈

と
も
少
傾
の
給
料
生
前
者
以
外
の
下
級
所
得
者
に
謝
す
る
課
税

方
法
と
し
て
は
明
に
消
費
税
も
一
川
楽
で
あ
る
。

治
安
枕
は
之
を
一
一
一
種
類
に
大
別
す
る
事
が
向
き
る

J

生
前
必

要
n
川
に
課
税
す
る
も
の
・
然
ら
ざ
る
財
に
刻
す
る
課
税
"
大
所
符

者
の
脊
修
的
治
資
に
到
す
る
課
視
の
-
一
一
障
が
之
で
あ
る
。
然
し

札

r
r
k
u
l

ふ

ιr丈
、

-
b
λ
一h

パ】も「、〉
d
u
一

F

之、

h
'
g
l
E
E

F
u
z
-
い
自
円
白
川
ユ
芝
山
い
朽
世
J
L」
グ
陥
れ
円

b
げ
ら
け
沼

L
て

江

川

川

和

畑
町
銀
以
外
の
少
一
同
の
所
得
を
符
る
者
を
姉
へ
ん
ー
と
す
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
泊
費
税
の
中
に
あ
っ
て
も
先
づ
大
所
得
者
の
森
修

的
消
費
に
劃
す
る
課
税
は
問
題
外
と
友
る
。

そ
し
て
夫
以
外
の

消
費
税
が
針
象
と
た
る
。

然
し
て
所
作
杭
を
J

仙
完
す
可
き
も
の
と
し
て
治
史
税
を
問
題

と
す
る
以
上
、
特
放
の
問
題
と
鎗
枕
者
の
範
凶
及
ぴ
租
税
負
捻

矧
と
所
得
と
の
闘
係
に
就
い
て
吟
味
し
友
け
れ
ば
な
ら
友
い
。

消
費
税
は
消
費
の
事
責
に
先
立
っ
て
、
先
づ
生
産
者
に
課
税

せ
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
生
産
者
は
消
費
税
を
何
等
か
の

第
四
十
一
巻
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四
五

第
ヌ
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所
得
税
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

方
法
に
依
っ
て
特
嫁
ぜ
ん
と
す
る
。
そ
し
て
一
般
に
財
の
偵
格

は
租
税
額
丈
騰
貴
す
る
。
此
の
結
川
本
消
提
者
が
結
局
に
於
て
消

費
税
を
負
拾
す
る
。
か
く
て
立
法
者
の
金
剛
も
賞
現
せ
ら
れ
る

議
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
或
消
費
者
は
似
格
勝
山
氏
の
結
果
此
の
財

の
消
費
を
断
念
す
る
で
あ
ら
う
c

札
ぺ
の
科
目
度
は
勿
論
此
の
財
に

劃
す
る
需
裂
の
脚
力
牲
の
大
小
双
ぴ
代
間
口
U

の
競
午
わ
科
肢
に

依
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
然
し
少
〈
と
も
消
費
者
が
此
の
財
の

需
要
を
断
念
す
る
丈
消
費
税
は
立
法
者
の
期
待
遇
り
山
姥
者
に

依
っ
て
負
捲
せ
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
夫
丈
消
費
税
に
依
っ
て
消

費
者
の
所
得
を
折
へ
ん
と
す
る
計
査
も
失
敗
に
終
る
謹
で
あ

る。
消
費
税
が
生
前
必
要
口
聞
に
課
せ
ら
れ
る
た
ら
ば
、
代
用
品
の

競
争
の
無
い
限
り
需
要
の
減
少
の
生
じ
る
徐
地
は
無
い
。
然
し

此
の
穫
の
消
費
税
は
負
捨
嗣
係
を
通
じ
て
非
枇
合
政
策
的
と
云

ふ
大
き
な
他
州
知
を
持
つ
。

一
歩
此
の
貼
を
宥
過
す
る
と
し
て

も
、
巴
に
所
得
税
及
び
源
泉
課
税
に
依
る
俸
給
付
同
銀
枕
の
課
せ

ら
れ
て
ゐ
る
階
級
も
、
消
費
税
が
生
前
必
要
口
聞
に
諜
せ
ら
れ
て

ゐ
る
限

P
此
の
税
の
負
拾
を
売
れ
る
事
が
向
き
友
い
。
勿
論
、

第
四
十
一
程

七
凶
六

第
rA
披

問

i¥. 

消
費
税
の
負
捻
割
に
相
泣
す
る
丈
所
得
税
等
に
於
け
ろ
税
制
を

巧
慮
す
れ
ば
、
此
の
快
黙
を
或
程
度
絞
和
問
き
る
。
然
し
か
〈

の
如
き
方
法
は
技
術
的
に
由
主
み
得
な
い
で
あ
ら
う
。
か
く
て
拾

税
者
の
純
閣
も
期
待
す
る
階
級
と
は
一
致
し
左
い
ロ

大
宇
」
正
年
内
イ
川
叫

E
M
W
Aし
川
す
る
と
す
る
も
、
品
川
蛇
叫
乃
制
悶
訓
HJ

M
F
I
」ノ

t
f
L
l
i
?
1
i
t

、

i

{

1

双
ぴ
家
赦
人
品
川
寺
は
首
然
剣
h
U

山
町
山
武
量
kvι
研
一
部
口
す
る
コ
消
費
主

の
大
小
に
昨
応
じ
て
消
費
税
負
捨
揃
も
亦
異
ら
ざ
る
を
符
た
い
。

従
っ
て
所
利
付
制
に
肱
じ
た
消
費
税
負
捨
も
笠
み
得
泣
い
事
と
左

る
。
邸
消
費
税
に
於
て
は
常
然
和
税
負
捨
軽
減
要
求
の
一
一
閃
止

友
る
家
政
人
民
が
、
む
し
ろ
辿
の
結
川
市
を
済
ら
す
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
消
費
税
に
依
っ
て
所
得
税
を
補
完
せ
ん
と
す
る
方

法
は
、
種
々
の
政
山
に
基
き
不
池
山
品
で
あ
る
。

(3) 

一
定
額
の
謀
説

消
費
税
に
代
る
可
き
も
の
と
し
て
、

俸
給
及
界
銀
生
品
川
者
以
外
の
少
額
所
得
者
の
す
べ
て
に
務
め
定

め
ら
れ
た
税
額
を
負
指
せ
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
場

ム
日
に
負
拾
の
公
平
を
期
す
る
潟
、
家
族
事
情
に
催
中
る
税
桶
の

減
少
及
び
所
得
階
段
に
肱
じ
た
泉
市
唱
的
税
額
を
認
め
る
。
然
し

此
等
の
規
定
は
納
税
者
自
ら
が

E
首
な
る
要
求
を
筑
す
揚
合
に



の
み
認
め
る
。

此
の
方
法
に
依
れ
ば
、
複
雑
な
所
得
の
有
一
定
手
続
も
必
要
無

〈
、
務
め
定
め
ら
れ
た
額
を
一
定
組
閣
の
少
所
符
者
に
諜
税
す

る
の
で
あ
る
か
ら
、
徴
税
費
は
大
い
に
節
約
せ
ら
れ
る
。
叉
所

件
に
直
接
課
税
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
岡
氏
経
済
に
刻
す
る
陣

市
中
山
も
少
い
諜
で
あ
る
。

か
く
て
少
傾
所
得
者
課
，
伊
の
第
二
の
心
刀
法
と
し
て
‘

の
課
税
を
探
る
事
が
出
き
る
。

F-一一=也、

~J::: 
'1ft! 

/b 
制
HノT
iJ，'f 

4守

子l

ll~ 
Hi; 

4土3

)~ 

J\!~ 

般
に
排
斥
3
れ
て
ゐ
る
。
然
し
ラ
ン
。
へ
は
弐
心
如
き
川
内
山
JT
辿
二
」
之

を
帥
附
設
す
る
。

「
大
所
得
者
の
み
を
課
税
の
封
象
と
す
れ
ば
、
高
い
枕
容
を
之
に
油
川

じ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
結
果
蓄
積
に
向
げ
ら
れ
る
可
き
所
得
は

非
常
な
重
税
の
下
に
泣
か
れ
る
。
此
の
傾
向
が
弧
〈
な
れ
ば
所
得
獲
得

の
刺
戟
は
弱
め
ら
れ
、

或
は
蓄
積
さ
れ
る
所
得
は
潟
列
に
法
越
す
る
で

あ
ら
う
。

か
く
の
如
き
は
山
剛
氏
終
神
的
な
け
山
地
か
ら
し
て
決
し
て
常
を

得
た
も
の
で
は
無
い
。
-
勿
一
論
蓄
積
せ
ら
れ
た
所
得
が
貯
品
両
者
一
川
手
中
に

み
の
っ
て
、

生
成
賞
金
と
し
て
消
勤
し
て
み
な
い
同
は
、

比
の
設
時
叫
4
D

凶

民
筏

Jmに
叫
到
し
て
さ
杭
の
影
響
を
伴
ス
つ
い
。
然
し
乍
ら
所
得
が
山
尚
治

せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、

天
は
資
本
こ
し
て
活
動
と
し
て
ゐ
る
-
り
が
遁
例
で

あ
る
3

従
っ
て
岡
氏
所
得
の
Y

〉
る
部
分
が
資
太
市
場
ア
ち
引
き
去
ら

所
得
税
に
閲
す
る
若
干
の
問
題

れ
、
殊
に
同
家
の
消
費
的
hu-wm
食
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
夫

丈
同
民
経
涛
の
生
産
活
動
ば
饗
縮
ず
る
揮
で
あ
る
。

夏
に
之
恥
-
労
働
者
に
到
す
る
影
響
と
云
ふ
動
か
ら
見
る
も
、
両
足
経

済
に
於
げ
る
労
働
需
要
は
、
同
民
経
滑
に
於
て
生
産
資
金
と
し
て
滑
動

す
可
書
資
本
の
帯
加
と
最
も
密
接
な
閥
係
全
持
つ
。
従
っ
て
蓄
積
サ
ら

れ
る
可
き
所
得
が
租
院
主
し
て
奪
ひ
去
ら
れ
、
そ
の
結
果
中
一
時
一
活
動
が

萎
縮
す
る
な
ら
ば
、
制
労
働
者
忠
常
然
犬
究
院
迫
さ
れ
る
市
中
と
な
品
。
特

に
人
口
増
加
に
基
〈
労
働
人
口
の
累
増
い
件
つ
で
軸
労
働
者
は
盆
々
苦
境

に
陥
入
ち
ね
ば
な
ら
な
い
。

か
〈
て
大
所
得
者
に
劉
す

zw
池
皮
の
課
税
は
、
同
氏
経
済
全
般
と
し

で
b
、
労
働
者
の
川
一
山
と
一
日
ム
町
J
r
》す
5
色
伴
立
可
雪
色
の
古
ば
畑
山

し、。
ミ
コ
所
得
の
・
申
告
及
び
資
一
定
に
闘
す
る
問
題

所
得
税
の
成

立
は
、
所
得
の
正
確
な
る
申
告
を
前
提
僚
件
と
す
る
。

然
る
に
納
税
義
務
者
の
租
税
道
徳
上
の
快
陥
と
簿
記
の
不
正

確
等
ほ
之
に
針
ず
る
隙
符
と
な
る
。

郎
納
税
義
務
者
が
脱
税
せ
ん
と
し
(
巧
三
2
・一回宮口伝聞向。ロ
N
O
)

或

は
正
確
友
簿
記
を
備
へ
附
け
無
い
時
に
は
(
同
出
F
E
M
E
-
z
m
E】

N
O
)

疋
帥
山
一
左
巾
告
を
笠
む
事
は
国
制
畑
一
疋
間
通
で
あ
る
。
か
く
て
、
か

L
る
巾
告
を
北
川
礎
と
す
る
用
料
税
の
意
義
も
大
い
に
減
少
す
る

事
と
友
り
、
此
の
二
つ
の
問
題
に
到
す
る
針
臨
策
が
必
要
と
な

第
四
十
一
巻

七
回
七

第
五
披

2~j 

九

ヲシペは此の方法をとる可き理由のー主して局注に於げ畠 E臼rgerstellelの
成功を事げてゐる。 (A.Larnpe; R ei巴E: Theorie. a. a. O. SS. 242-243) 
A. Lampe: Reine Theorie. a. a. 0 日s.22~-228) 

然し乍ら過度に-E積せられ様とす品所得に課税せられる限 h之と反到の結
果になる。伽jへば従来の課税は過J.~に蓄積せられんとする所得に劃して侍
された。 そして生産過剰への進行 {eoJ~ひ止め、従って同氏経務の不況に進
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所
得
税
に
関
す
る
若
干
の
問
題

る。
か
h
A

る
場
合
に
は
我
々
は
何
等
か
の
方
法
に
依
っ
て
、
所
得

初
を
類
推
し
て
課
税
し
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
エ
)
吉
司
門
戸

V-E-Ei

窓
口
。
「
ロ
コ
均
)

然
し
て
納
税
義
務
品
引
が
脱
税
の
な
川
山
配
布
す
る
場
合
K
は
.

一
三
:
ト
一
旬
、
〉
仁
川
i
l
t
u
F
E

う

L
+
l
h
、

寸
フ
泊

Fg品
U
Hド
ポ
・
寸

J
d
t
k

司
副

E
l
;
j
主
f
h
J
E
リ
町
:

E
a
-
-ノ」

E
U
#
ι
2
山口

O
K
ぜ
?
J

“

該
企
業
の
帳
簿
を
基
礎
と
す
る
事
に
依
り
、

七
万
正

hJA--
山
住
亡
}
山
川

上
E
z日
U
γ
h
n
t
v
R

符
を
類
推
す
る
事
が
出
き
る
。

又
個
人
が
申
告
所
得
割
以
上
の

消
費
生
活
を
矯
ナ
場
合
に
は
、
そ
の
消
費
欣
慌
を
北
川
礎
と
し
て

所
得
を
推
定
す
る
事
が
出
品
川
」
る
。
只
所
得
制
に
闘
す
る
徴
税
者

と
納
税
義
務
者
と
の
紛
争
を
制
停
す
る
偏
に
、
最
も
公
正
友
中

立
的
た
立
揚
に
あ
る
審
査
機
闘
が
必
裂
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
寅
際
問
題
と
し
て
一
唐
重
要
友
意
義
を
有
す
る

も
の
は
、
納
税
義
務
者
が
正
し
い
申
告
を
潟
す
の
怠
忠
を
有
す

る
に
も
拘
ら
や
、
経
日
営
方
法
の
合
迎
化
せ
ら
れ
ざ
る
錦
、
或
は

合
理
的
友
簿
記
を
備
へ
附
け
む
潟
、
荒
川
慨
に
所
得
を
申
告
し
待

友
い
揚
ム
口
で
あ
る
。
例
へ
ば
原
始
的
友
経
借
方
法
を
と
っ
て
ゐ

る
中
小
企
業
の
如
き
で
あ
る
。
然
か
も
賓
際
問
題
と
し
て
此
の

第
四
十
一
巻

七
四
八

第
五
時
現

一
五

O

種
の
企
業
は
多
数
に
上
っ
て
ゐ
る
。
か
L
る
企
業
に
於
て
は
正

日
間
な
簿
記
に
闘
す
る
知
識
が
快
け
て
ゐ
る

Q

所
得
と
一
仰
せ
ら
れ

る
中
に
は
ん
u
同
然
自
己
持
貸
・
自
己
資
本
に
到
す
る
利
子
・
減
債
償

却
岩
一
等
と
し
て
所
得
か
ら
除
外
さ
れ
る
可
き
部
分
が
合
ま
れ
て

ゐ
る
。
点
は
印
川
川
げ
と
ず
可
ム
昨
日
」
部
分
が
含
ま
れ
て
ゐ
な
い
。

此
の
川
相
ん
口
げ
い
じ
川
相
粉
の
間
片
的
形
間
と
も
見
る
町
古
牧
山
市

税
を
利
附
す
る
事
に
依
っ
て
共
の
目
的
を
越
し
符
る
。
も
と
よ

り
牧
茶
枕
に
は
弾
力
牲
を
快
き
、
経
済
活
動
を
膝
迫
す
る
と
の

非
難
は
る
る
。
然
し
最
も
所
得
と
密
接
友
闘
係
を
持
つ
恭
準
を

求
め
、
之
に
従
っ
て
課
税
す
る
反
ら
ば
あ
る
程
度
ま
で
所
期
の

放
川
本
は
皐
げ
符
る
筈
で
あ
る
。
収
益
税
は
質
際
の
所
得
を
抑
へ

な
い
局
、
此
の
結
果
企
業
の
負
拾
が
或
程
度
に
犬
と
な
っ
た
と

し
で
も
、
そ
の
程
皮
の
負
捨
は
経
借
方
法
を
合
川
崎
化
せ
ざ
る
に

基
く
制
裁
と
し
て
私
ぷ
可
き
で
あ
る
。
若
し
此
の
結
川
市
企
業
の

経
叫
営
方
法
が
合
理
化
せ
ら
れ
る
友
ら
ば
.
収
続
税
を
拝
ん
だ
目

的
は
己
に
注
し
た
も
の
と
云
は
左
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
叉
中
小

企
業
に
あ
っ
て
は
幾
分
負
捨
が
犬
と
な
っ
て
も
、
夫
丈
自
己
弁

賃
或
は
自
己
資
本
に
劃
す
る
利
子
に
喰
ひ
込
む
に
過
ぎ
友
じ
い
。

まんとするを止めたのでゐる。(高田博士、増税は長試の芽を摘むか、経済
論叢第四十巻第二披参照)
貨物経務的な要素も正確な所得の算定を困難ならしめる。然し』比のF占l二就
てはランベはふれてゐない。(此の問題については.紳戸 l尊士、祖枕研究第
三省、所得税の弱勤及ぴ租枕研究第八巻、所得申世;宜漏の補完方法参照)。



印
中
小
企
業
は
探
力
性
が
大
で
る
る
か
ら
、
企
業
に
封
ず
る
堅

迫
も
さ
程
痛
切
に
は
感
じ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
。

勿
論
所
得
と
税
額
と
の
間
に
明
白
な
不
均
衡
が
存
ナ
る
な
ら

ば
、
納
税
義
務
者
の
正
首
な
る
要
求
に
針
し
て
税
額
の
粧
減
を

許
さ
ね
ば
た
ら
た
い
。

か
く
し
て
所
得
税
を
補
完
ナ
ペ
き
第
三
の
租
税
と
し
て
牧
径

叫
怖
を
皐
げ
る
事
が
出
き
る
。

三
二
ノ
門
司
3
a
J
〉
争
湘
明
暗
じ
&
血

J

一
一
二
日
円
心
不
l
d
ヤ
ホ
工
七
岐
阜
、

リ
子
'
Z
E
d
J
J
E
-
-
J
-
F
q
'九「一二
E

E
l
-
-
A
7」
満
州

H
d
1
4
J
A
Iし
1
L
】

仁

川

r
hヲ

i
t
おレ

品
ず
も
部
分
、
戸
一
命
日
一
川
の
刈
別
保
川
川
刊
と
は
一

1悶
人
1<:: 
，，/il 

b 

)ili 
i与

税
を
以
て
し
て
は
之
を
捕
へ
る
事
が
出
来
な
い
。
か
〈
て
割
腹

策
が
必
要
と
た
る
。

此
等
の
中
外
園
に
流
出
す
る
利
子
及
び
配
賞
金
は
岡
外
に
向

?
ん
と
す
る
に
際
し
て
、
源
泉
課
税
の
方
法
に
依
っ
て
之
を
捕

へ
る
事
が
同
き
る
。
此
の
場
合
に
於
け
る
課
税
額
の
犬
小
は
、

岡
氏
経
済
が
外
国
資
本
の
援
助
を
必
要
と
す
る
か
否
か
に
感
じ

て
定
め
ら
れ
る
可
き
問
題
で
あ
る
。

所
得
捕
提
維
に
関
し
て
む
し
ら
重
要
友
意
義
を
持
つ
も
の
は

命
回
枇
皆
保
所
得
課
税
に
闘
す
る
問
題
で
あ
る
。

所
得
税
に
関
す
る
若
干
の
問
題

れ
て舎
ゐ 月lit
る中所

v 千*
課
税

闘
し

は
大
)]IJ 

つ
Vコ
ブ色
手当主
甲子 A 

1l' 
は

そ
の
一
は
合
枇
は
個
人
の
替
利
の
手
段
で
あ
り
、
そ
の
所
得

も
究
極
に
於
て
は
個
人
に
師
属
す
る
と
の
見
解
の
下
に
、
個
人

に
針
寸
る
所
得
税
に
依
っ
て
、
之
を
柿
へ
ん
と
す
る
方
法
で
る

る。

一
般
に
此
の
心
刀
法
は
配
首
所
得
の
み
を
課
税
し
て
合
枇
に

官
保
せ
ら
れ
る
所
得
宇
一
洩
ら
し
て
ゐ
る
。
そ
の
見
解
が
徹
底
し

な
い
伊
川
?
あ
る
。

一
方
個
人
企
業
に
於
て
崎
、

そ
の
所
得
が
家

討
に
川
引
け
ら
れ
る
と
、
貯
へ
ら
れ
て
附
川
市
川
に
於
け
み
企
業
の
憐

張
の
鴻
忙
利
川
せ
ら
れ
る
と
を
問
は
や
課
税
せ
ら
れ
る
。
此
の

酷
か
ら
考
ふ
る
も
租
税
に
闘
す
る
限
り
、
雨
者
は
同
一
の
保
件

の
下
に
置
か
れ
な
い
事
と
な
る
。
従
っ
て
此
の
課
税
方
法
に
依

れ
ば
、
個
人
企
業
は
そ
の
組
織
を
舎
枇
組
織
に
改
め
て
、
租
拾

に
闘
し
有
利
な
る
僚
件
の
下
に
移
ら
ん
と
す
る
で
あ
ら
う
。
又

命
日
枇
も
期
間
保
所
得
を
大
に
す
る
事
に
依
っ
て
租
税
負
携
を
免
れ

ん
と
す
る
に
至
る
。

そ
の
こ
は
合
同
枇
の
全
所
得
を
直
接
合
枇
に
封
ず
る
所
得
税
を

以
て
捕
へ
る
方
法
で
あ
る
。
此
の
方
法
に
依
れ
ば
舎
一
位
の
惚
保

第
間
十
一
巻

第
五
披

2王

七
四
九

モルは曾社所得課碗方法 Eしで主方訟を泉げでゐ昌。 そして留保所得に閲
する問題を解決する事が、曾枇所得税の巾心問題を帰すことを主張する。
(日i¥tlol1; Lehrbuch cler Finanzwiss，en~;chaft.. 1930. SS. 515-534) 
戎閣の曾社所得課税方法の境涯は如何なる勤に曾祉所得課読の舎理的解決
を見出さん左するかの努力の跡~示してゐる。(汐見博士 3 各圃F斤得税制
論、三二三頁一一三三三頁
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所
得
枕
に
闘
す
る
若
干
の
問
題

所
得
を
も
姉
へ
る
事
が
出
き
る
u

然
し
乍
ら
税
率
に
闘
し
て
問

題
が
生
じ
る
。
少
く
と
も
明
前
進
税
率
は
系
泣
税
の
粕
榊
か
ら
し

て
不
合
却
で
あ
ふ
ゴ
又
累
進
一
税
率
を
と
る
と
す
れ
ば
企
業
の
前

動
を
或
税
皮
妨
げ
る
。

比
例
税
率
を
と
れ
ば
附
先
進
税
ヰ
の
謀
せ
ら
れ
る
個
人
企
業
と

J

川口
Z

J

ゴ‘
r一一副ハ
J
h
H
J
叶
↓
け
〆

h

町，、
P

士、一担、
J

C

U
F
i
tイ
』
も

E
F
U
I
剖

I
I
4両
〈
十
コ
一

FC

ヰ
こ

t
p
T
I
q
-
-
h
司
、

万
ヌ
ド
昂
門
戸
r
H
日
円
引

T
，
刀
作
山
川

1
ノ

に
於
て
再
び
課
税
せ
ら
れ
て
ゐ
る
揚
合
に
は
、
二
軍
課
税
の
問

題
が
起
っ
て
〈
る
。
此
の
結
果
負
捨
が
大
と
な
れ
ば
資
本
の
海

外
逃
避
を
さ
へ
招
く
恐
が
あ
る
。

か
〈
て
合
祉
の
留
保
所
得
課
税
に
闘
聯
し
て
困
難
な
問
題
に

遭
遇
す
る
。
然
し
乍
ら
合
同
枇
は
あ
く
ま
で
も
個
人
の
替
利
の
活

動
の
潟
の
方
使
で
あ
る
a

個
人
は
一
般
に
出
資
を
属
す
事
に
依

っ
て
合
祉
の
経
脅
に
参
加
す
る
。
し
か
も
そ
の
出
資
績
に
肱
じ

て
経
営
に
加
は
り
、
資
本
を
支
配
し
利
潤
に
参
興
す
る
の
で
あ

る
a

従
っ
て
、
羽
田
保
所
得
も
山
川
資
者
た
る
個
人
の
支
配
下
に
あ

り
、
究
極
に
於
て
は
個
人
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
に

於
て
も
個
人
の
潜
在
的
所
得
と
し
て
個
人
所
得
の
一
部
を
械
成

す
る
も
の
で
あ
る
。
敢
に
此
の
考
へ
方
を
強
制
す
る
た
ら
ば
、
台

第
間
十
一
巻

七
五

O

第
五
放

一
五

枇
山
間
保
所
判
刊
の
課
税
方
法
も
解
決
し
符
る
舎
で
あ
る
。
帥
留
保

所
得
を
夫
々
の
出
資
制
に
舷
じ
て
個
人
に
師
民
ず
る
も
の
と
見

倣
し
、
之
を
配
山
一
品
所
得
と
共
に
個
人
の
他
の
所
得
に
加
算
し
て

之
に
所
得
杭
を
賦
課
す
る
の
一
七
あ
る
。
此
の
場
合
に
山
町
保
所
得

配
分
に
刷
附
す
る
計
算
を
、

配
ん
品
所
祁
の
取
扱
を
す
る
金
融
機
闘

p

ノ

-
x
b
‘

J

、

;
i

十
ιrsAU

、，L
円

f
yじ
附

号

-
F
l
L
レ
I
一
ぺ
J

1
寸
d

:

1

1

I

 

σコ
問
題
も
自
ら
解
1ft 
す
る1，;1

NI 

/'1[: 
づ士

~M 

扶
術

園
、
結

言

以
上
に
於
て
所
何
税
に
闘
す
る
若
干
の
問
題
と
夫
に
劃
す
る

針
策
に
就
き
、

ラ
ン
ベ
の
所
設
の
大
略
を
紹
介
し
た
。
帥
彼
の

見
解
は
次
の
如
く
要
約
せ
ら
れ
る
。

(
一
)
所
得
税
牧
入
と
徴
税
究
と
の
胤
係
か
ら
一
定
限
以
下
の

少
所
得
は
之
を
課
税
の
範
国
外
に
世
か
ね
ば
友
ら
忍
い
。
然
し

て
之
が
制
策
と
し
て
は
、
源
泉
課
税
方
法
に
依
る
俸
給
及
第
銀

税
と
一
定
税
額
の
賦
課
が
あ
る
。

会
己
所
得
の
中
背
に
闘
し
て
所
得
税
は
川
町
執
を
持
つ
。
之
の

針
策
、
と
し
て
、

納
税
義
務
者
が
脱
税
の
志
田
山
を
有
寸
る
な
ら

ランベは累進一枕の根擦を効周波減の法則に求める~A. I.ampe; Reine 
Thturie. a. a. (). S. 250)然し紳戸博士は少 tとも財政的見地よりする限り
法人に謝する宅進課税もその理由合見出し得るとの見解である。(紳戸博
士; 経路論叢第三十六巻第三脇、法人所得の累進i課税参照〉
神戸博士はむしろ酉日常所得は綜舎課税し、合社会片f符打、は中間的比例積率
合通用するが穏常であるとの見解である o (紳戸1Vi土;租税研究第九袋、法

14) 
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ば
、
制
川
市
「
的
所
符
或
は
消
究
欣
剛
山
を
某
礎
と
し
て
所
得
を
類
推

す
る
事
が
出
き
る
。

簿
記
の
附
陥
に
基
く
時
は
牧
谷
枕
を
利
則

す
る
事
が
出
き
る
。

(
=
一
)
所
得
の
あ
る
穫
の
も
の
は
所
得
税
に
依
っ
て
姉
へ
る
事

が
向
き
な
い
。
然
し
て
外
岡
資
本
に
到
す
る
利
子
或
は
配
賞
金

は
源
泉
課
税
庁
法
に
依
っ
て
怖
へ
る
事
が
出
き
る
。
合
同
此
の
一
山
川

山
問
所
件
は
個
人
所
得
に
配
分
す
る
事
に
依
り
最
も
ム
口
川
町
的
に
謀

t
i
r
;
 

れ川

l
L
引
ド

yq

更
に
ラ
ン
パ
は
所
初
刊
の
質
K
W貼
じ
夫
芳
等
割
牧
に
も
一
一
い
法
し

て
ゐ
る
。
印
『
所
得
の
質
に
基
く
差
等
課
税
の
惚
準
を
求
め
る

事
が
困
雑
で
あ
る
。
同
ヒ
く
勤
畑
山
所
得
と
云
ふ
も
、

そ
の
雇
淵

闘
係
の
政
問
明
に
際
じ
て
所
得
の
椛
貨
の
判
住
民
に
器
具
が
あ
る
。

従
つ
て
品
均
等
課
税
主
義
を
と
る
と
す
れ
ば
此
の
問
題
に
ま
で
も

主
張
を
横
張
し
な
け
れ
ば
友
ら
友
い
。
然
し
乍
ら
所
得
の
質
の

桐
旦
一
を
畑
何
な
る
方
法
に
依
っ
て
量
的
陀
一
不
ず
か
。
か
く
の
如

き
は
不
可
能
た
問
題
で
あ
る
。
J

一
と
漣
ぺ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
、

ン
。
へ
の
所
得
税
に
闘
す
る
問
題
は
前
記
の
三
個
に
限
ら
れ
る
詩

で
る
る

3

所
得
税
に
閣
す
る
若
干
の
問
題

7 

7 
Lノ

dヘ、

(/) 

』七
広〉

見
角i(，
l亡
fす
し
て
ブ

ツ
ケ

円11}
一寸

Z見
在
の
経
伊予

組
級
は
所
作
税
の
重
要
性
を
著
し
く
減
じ
て
ゐ
る
。
現
在
の
経

持
組
織
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
む
し
ろ
寅
上
税
或
は
そ
の
特
殊

形
慌
た
る
カ
ル
テ
ル
枕
等
が
泊
し
て
ゐ
る
。
」
と
遁
ぺ
て
ラ
ン
ペ

7

ラ
イ
ヂ
ラ
ー
も
亦
「
闘

の
所
得
税
主
義
を
排
斥
し
て
ゐ
る

3

民
経
怖
に
針
す
る
影
響
を
問
題
と
す
れ
ば
、
所
得
税
も
、
治
資

税
も
何
等
の
差
阿
見
(
を
認
め
得
な
い
。
更
に
所
得
税
の
柿
完
方
法

に
附
し
て
も
、

ラ
ン
白
へ
の
方
法
は
技
術
的
に
悶
般
を
作
ふ
。
殊

'c !!C 

不介
石r)111: 
能川
で I~と
あ /W
る 11}
o ヲ?一

L一 H引

ζ}L1 

主鴻3 ア
し」る~j 3 
て「rm刊Jh川2司l 
ラ l足U泊z 
L〆ず〉

ペ k如如l日l 
を J古，':-? 
手ド {引1E
禁刻雛1仕t の

し;方I
て f法友
"J;:. I工
る今 J技交
。吉 j術柑

fl"1 

の
み
な
ら
す
、
租
税
の
棋
本
的
た
性
質
を
考
へ
る
た
ら
ば
、

ラ
ン
ベ
の
見
併
そ
の
も
の
に
大
き
な
献
貼
が
あ
る
。

ラ
ン
。
へ
は
祖
枕
の
撲
搾
に
闘
し
て
特
に
市
一
一
裂
な
嬰
一
議
と
な
る

も
の
は
国
民
経
怖
に
到
す
る
影
響
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
従

来
一
般
に
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
諸
原
則
を
較
脱
す
る
。
然
し
乍
ら

租
税
は
閤
民
経
尚
よ
り
引
き
去
ら
れ
る
貼
に
於
て
、
園
民
経

1
叫
何

と
閥
係
寸
る
が
、
国
家
経
由
刊
一
の
禿
足
手
此
と
せ
ら
れ
る
貼
に
於

て
財
政
と
矧
係
を
持
つ
③
間
民
の
各
階
級
に
課
せ
ら
れ
て
所
得
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所
得
税
に
関
す
る
若
干
の
問
題

の
分
配
に
影
響
す
る
恥
よ
り
吐
曾
政
策
的
た
な
義
を
持
つ
c

又

如
何
友
る
方
法
に
依
っ
て
課
枕
せ
ら
れ
る
可
き
か
に
関
聯
し
て

租
税
行
政
に
も
関
係
す
る
c

か
く
て
一
般
に
租
税
論
の
出
禁
黙

と
し
て
、
或
は
税
制
改
卒
の
北
和
維
と
し
て
財
政
・
公
正
・
行
政
等

の
諸
原
則
が
経
消
原
則
と
併
立
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ラ
ン
ベ

l
p
h
H
3
-
t
〉
仁
、

E
F
E
d
-
F
ご

t
s
t存
完
判
明
JJ
ヲ

r-代
間
取
L
て

i
f
-
-〉
よ
:
:
一
一
戸

初
回
‘
十
「
イ

U
L
T一
川
山
之
口
μ
同
支
て

i
t
)
1
2
(
/
l
!
f
d
 

の
諸
原
則
を
も
考
慮
す
る
事
に
依
っ
て
此
の
事
貧
を
認
め
て
ゐ

る
。
か
く
て
彼
自
身
そ
の
所
設
の
中
に
此
の
矛
盾
を
犯
し
て
ゐ

る
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
所
得
税
の
扶
鈷
を
事
げ
、
之
に
封
ず
る
解
決
策

を
最
も
合
理
的
危
方
法
に
依
り
求
め
ん
と
し
た
彼
の
功
績
は
、

之
を
淡
却
す
る
事
を
得
友
い
も
の
で
あ
る
。

殊
に
税
制
改
革
に
直
面
し
て
ゐ
る
我
闘
の
財
政
に
針
し
て

は
、
ラ
ン
ベ
の
提
供
し
た
諸
問
題
は
、
何
等
か
の
意
義
を
有
し

又
暗
示
を
奥
ふ
る
の
で
あ
ら
う
。

4 よ(註〉
の h
見 も
解 U
のし
出ろ
俊戸斤
里占得ー
に税
封を
し最
でも
舟 f憂
き越
れせ
ナご る

も租
の殺
でで
めめ
るる
。と

卸す
フる
りラ
ツン

フ
?
ヴ
ケ
及
び
フ
ラ
イ
デ
ラ
l
の
批
評
は
所
得
税
の
補
完
方
法

第
四
十
一
巻

-t: 
五

第
主
披

五
四

ケ
は
、
「
現
在
mw
経
済
機
構
は
己
に
所
得
枕
の
優
越
さ
を
大
い
に
減

じ
て
ゐ
乙
。
カ
ル
テ
ル
の
如
き
そ
め
掴
占
的
組
織
に
依
つ
で
多
大
の

特
殊
的
別
潤
を
上
げ
て
ゐ
る
。
従
っ
て
所
得
税
よ
ち
も

U
し
ろ
特
殊

の
租
枕
合
要
求
す
る
。
」
と
侍
し
て
ゐ
る
。

叉
フ
ラ
イ
ヂ
一
フ
ー
は
、
一
所
得
税
の
場
合
い
い
は
納
税
者
は
枕
縦
丈

消
裂
を
節
約
す
る
。
此
の
結
果
企
業
日
賢
土
量
は
減
少
し
、
従
円

J

て

利
湖

L
減
少
す
る
c
抽
畑
山
H

枕
の
場
合
に
ほ
浦
日
聞
の
阿
川
格
は
椛
街
中
丸
勝

t
-
〉

C
K
T
:
-
t
t
f
J
r
i
t
-
-
L
ノ一

J

j

p

z

一
:
主

主
J
q
e
r
~
h
T
占

i
H
F
2
4
正
月
引
仁
一
日
、
1
日
3

1
日

μ
(
一
五
請

の
責
上
量
は
減
少
し
利
潤
も
低
下
す
る
。
そ
し
て
夫
丈
企
業
の
生
産

活
動
は
萎
縮
す
る
。
従
つ
で
同
四
民
経
時
間
へ
の
作
則
か
ら
考
へ
れ
ば
所

得
税
と
消
費
税
と
日
依
b
何
等
差
異
を
認
め
得
な
い
。
」
と
漣
べ
て

司

ρ
4
0

。
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